
 - 1 - 

議会運営委員会 

 

平成２６年９月２５日午前９時から委員会室で開かれた。 

 

１．出席委員 

    ◎木澤 正男    ○飯髙 昭二     小林  誠 

     伴  吉晴     嶋田 善行     小野      

 辻  善次 

     中 西 議 長 

 

２．会議の書記 

    議会事務局長         寺田 良信    同  係  長         大塚 美季 

 

３．審査事項 

    別紙の通り 
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議会事務

局長 

委員長 

 

 

議会事務

開会（午前９時００分） 

署名委員 飯髙委員、小林委員 

 

おはようございます。それでは、全委員出席されておりますので、た

だいまから議会運営委員会を開会し､本日の会議を開きます。 

初めに、本委員会の会議録署名委員を私の方から指名いたします。 

本日の、会議録署名委員に、伴委員、嶋田委員を指名いたします。 

両委員には、よろしくお願いいたします。 

本日、議会運営委員会を開催させていただきましたのは、１８日の会

議において、最終日の追加日程について協議をしていただきましたが、

会議の後に生駒郡の議員研修会のご案内が生駒郡議長会から届きました

ことから、本日の追加日程に研修会の参加派遣についてを追加をしたい

と思いますが、ということで、お諮りをさせていただきたいと思います。

ただですね、これ、日が総務委員会の日程と重なっているため、総務委

員の皆さんを除いた議員の皆さんの参加派遣計画書という形で作成をさ

せていただいております。こういう形で追加をさせていただきたいと思

いますけども、ご異議ございませんか。 小野委員。 

 

両方行かへんとか、そういう人もいているんと違うの。派遣ってあれ

やろ、その場合どないすんの。 

 

今、現段階で総務委員の委員以外の議員の方で、この参加派遣計画書

について欠席を聞いておられる方いらっしゃいますか。寺田議会事務局

長 

 

今のところ、欠席の議員さんは聞いておりません。 

 

まだ、日程自体も確定したのが遅かったので、委員さんに連絡も行っ

てないと思うんですけども、このあと。寺田議会事務局長。 

 

このご案内につきましては、レターボックスにすでに入れております。
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議長会に連絡する期日が迫っておりますので、先に連絡だけはさせてい

ただいております。 

 

事務局長の方で、レターケースの方には入れていただいているという

ことで現段階では欠席の総務委員の委員さん以外で、議員の皆さんで欠

席の連絡は聞いてないということなんですけども。 

 

こないして先につくってあったらな、総務委員会の視察欠席してな、

こちらの方が大事やと思って参加したいという人、これ行かれへんやん。

どうすんのこんなん、先にこないして。 

 

暫時休憩します。 

 

( 午前９時 ３分 休憩 ) 

( 午前９時 ６分 再開 ) 

 

それでは再開いたします。 

 小野委員の方から参加派遣計画書について、提出は全議員の名前を入

れて提出をするべきではないかということで、ご指摘をいただきました

ので、参加派遣計画書については、全議員の名前を入れて提出をさせて

いただくということで、今、手続きの方を事務局の方に頼んでますので、

この案件については後ほど確認させていただきます。 

それでは次にその他についてを議題といたします。 

委員さんの方で何かございましたらお受けしたいと思います。 

嶋田委員。 

 

開会中の総務委員会でですね、修正案の動議が出されまして、その時

に賛成３名、反対３名と、同数ということで、委員長採決になりました。

その後原案についてお諮りいただいたところ、賛成多数というふうな形

になりましてんけども、普通考えたら修正案で３対３であれば、原案に

ついても同数になるべきであろうと思いますけども、賛成多数というこ
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とで、これについてですね、個人の議員どうのこうのということやなし

に、そういうこともありなんかなというふうなことの、議員共通の認識

をもってはどうかなと思うんですけれども。 

 

本来でしたら、真逆の態度表明になってしまうかと思いますので、だ

からその間に委員の方から理由を述べられたりとかいうことがあっても

いいのかなというふうには思うんですけども、それもなく真逆の態度を

直後に取られるということについては、なかなか理解しずらい点はある

かなというふうに思うんですけども。 嶋田委員。 

 

とうのはね、あとで会議録を読まれた方が、修正案に対して同数やと、

その後原案に対して何で賛成多数になるんやと、そういうふうな疑問を

抱かれてもね、いけないと思いますんで、そこら辺のまあ経緯はあると

は思うんですけども、議員共通の認識を持っていただくと、持っていた

だければと思います、私自身は修正案に賛成した、しかし否決された、

原案の趣旨には賛同しているということで、原案に賛成したという解釈

も成り立つんかなと思いますけども、そこら辺とにかく議員共通の認識

を持っていただくということで、ちょっと諮っていただいて、あとの全

協でご報告いただけたらなと思います。 

 

小野委員。 

 

嶋田委員は、そういう行動をした、真逆の行動をしたというね、委員

の、同僚委員の思いをいろいろ、こう暖かく見守っていると思うんです

がね、それは私は間違いだなと思ってます、それと、今、その議案の趣

旨には賛成しているから、原案の趣旨には賛成しているからというのも、

私はちょっと考え違いだと思います。陳情かなんかの場合は趣旨採択と

いう言葉もありますし、趣旨には賛成する、だけど、この文章のところ

はだめだと、これは条例改正の議案、それに対する修正案、議決の案･

を出しているんじゃないですね、この部分を修正するんだという、その

ことに対して賛成してあったら、やはり原案を採決したときには、必ず
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反対に回るんが普通、反対に回らなければいけないと、真逆のことです

からね、だけどまあ、それを言ってもわかってもらえる人でもないし、

あの時に確かに委員長も混乱していたと思うんですよ、というのは事務

局もいろんなケースを考えて、次第をつくっていただいていたと思いま

すけども、どういう時に同数ということでね、判断できるのかという、

ということは、嶋田委員も一緒に僕らも一緒にあれですけど、いてまし

たけどもね、やはり６人の委員の表決で３人が賛成した場合、これは同

数になる可能性があるということで、反対の人の挙手も求めて委員長は

確認しなければならない、それで初めて３対３だから委員長としては、

賛否同数である、だから委員長採決しますということで、まあ修正案に

ついては否決、総務委員さんほとんどやから、わかっておられると思い

ますねんけども、そしたら原案に対して、なんか、原案に対して賛成の

方で挙げたような感じもしますし、本人は挙げたのかもしれません、だ

けど、委員長はその後、賛成は３しかいてないという判断してますので、

委員会としてね、だから反対者の挙手、その結果その方はどちらとも意

思表示しなかったと、それで結果的に３対２という多数決になった、委

員長は多数決で、ここにも書いてあるように、原案賛成多数で可決と、

そのようにされたんですが、まあそれの修正っていうんですかね、考え

方をね、どうしとくんか、嶋田委員おっしゃったように、後でいろんな

人が議事録を見られて、こういうこともありかと、ありかでは私はだめ

だと思います、だからこの際本人の意思を確認するとかね、そういうこ

とをしたら問題がいろいろ変なほうに波及する可能性もありますし、議

運の方でね、委員長もおられますし、副委員長もおられますし、今日の

委員長報告でね、原案も委員長採決で否決と、そのように変えてもらっ

ておくのが、あとあと変な前例つくらないということにもなってね、私

はその方がベターではないかなと思いますねんけど、まあ皆さんの意見

を聞いてもらえたらと思います。 

 

小野委員。 

 

というのはね、本人に聞いてどうのこうのっていってね、議論しても、
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まあええか。 

 

暫時休憩します。 

 

（ 午前９時 １４分 休憩 ) 

（ 午前９時 ３０分 再開 ） 

 

それでは再開いたします。 

今、委員の皆さんからもいろいろご意見いただいてますけども、嶋田

委員の方から提案いただいた総務委員会での採決について共通の認識を

もってはどうかということで提案いただきまして、今回、消防団の運営

に係わる議案の採決で、修正案が出され、そのあと原案について採決が

諮られましたが、総務委員のメンバーの方で態度表明がはっきり確認で

きなかった方がおられますので、やはり議員として住民の皆さんにもき

ちっと自分の態度がどうであるのかというのも、はっきりしていただく

という意味も含めまして採決についてはきちっとした態度で臨んでいた

だくようにということで、再確認をしておきたいというふうに思います。 

そうしましたら、この件につきましては、以上でよろしいでしょうか。 

 

   （ 異議なし ） 

 

 その他について、他に委員の皆さんからなにかございませんか。 

 

（ な   し ） 

 

 それではないようですので、その他についてはこれで終わります。 

 先ほど生駒郡町村議会議長会主催の議員研修会参加について、参加計

画書について、委員ご指摘いただきましたように、全議員の名前を入れ

て計画書を新たに事務局の方で作成していただきましたが、こういう形

で確認をさせていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 
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( 異議なし ) 

 

それと申し訳ございません。もう１点、前回の議会運営委員会で、書

類の方では作成していたんですけども、口頭の方で閉会中の継続審査に

ついてお諮りするのを私のほうが忘れていましたので、本日継続審査に

ついても確認させていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

( 異議なし ) 

 

 ありがとうございます。 

 それでは、他にないようですので、以上をもちまして終わらせていた

だきますが、委員長報告については、正副委員長にご一任いただきたい

と思いますが、よろしいでしょうか。 

 

   （ 異議なし ） 

 

ありがとうございます。それでは異議なしと認めます。 

では、これをもって議会運営委員会を閉会とさせていただきます 

どうもお疲れ様でした。 

 

（ 午前９時３３分 閉会 ） 

 


